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 [授業の概要・目的]
　本講義では、西欧型の現代文明のもつ特質とそれに孕まれた問題、そして現代文明の帰結を、今
日の世界で、また日本で関心を集めている具体的論点に即して論じていく。なかでも、現代の政治
・経済・社会・文化を特徴づけていると考えられる大衆社会化、そしてその精神状況としての「故
郷喪失」をどのように考えればよいのか、「日本の近代」についての思想的課題をどのように考え
ればよいのか、ということが中心的な論点となる。具体的には、大衆社会化やファシズムをめぐる
問題、「あの戦争」にたいする戦後日本（人）の態度、「西洋近代の論理」と「日本の論理」をめ
ぐる問題、日本の歴史観、ナショナリズムについての現代的論点などについて考えていく。

 [到達目標]
１．現代文明の特質とそれに孕まれた問題を理解する。
２．「現代」という時代において、また現代社会において大事な論点を講義で解説した知識を用い
て自ら見いだし、それについて考察することができる。

 [授業計画と内容]
　本講義では、以下の各論点につき１～３回の講義をおこなう予定である。ただし、ときどきの「
状況」についての総合的な解釈を試みながら講義を展開していく予定であるため、また、受講者の
関心や理解度も考慮しながら講義を進めていく予定であるため、各論点をとりあげる順序や回数は
変更する場合もある（大きな変更がある場合には、最初の講義において説明する）。

1　「故郷喪失」という現代文明の帰結 【1回】
2　現代における「大衆化」の具体的相貌 【2回】
3　なぜファシズムが生まれたのか： 「故郷喪失/根無し草的境遇」という観点から 【1回】
4　「ニヒリズムの時代」としての近代【1回】
5　ハイデガーの問いと西洋文化の帰結【2回】
6　歴史の危機と「近代の超克」【1回】
7　「日本の歴史観」という問題 【1回】
8　「近代日本」が孕む問題: 日本の近代化という文明のロジックに内在する思想の問題 【1回】
9　「無の思想」と西田哲学【2回】
10　「日本のナショナリズム」という難問 【2回】

 以上の計14回に加え、期末試験後にフィードバックを１回実施するため、授業回数は全15回となる。

 [履修要件]
　この授業だけを受講することも可能だが、前期の「現代文明Ⅰ」を履修していることが望ましい。

 [成績評価の方法・観点]
　学期末におこなう定期試験（80％）、および授業時間内に実施する小課題（小レポート、コメン
トシートなど、20％）により評価する。
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現代文明II(2)

 [教科書]
使用しない
 [参考書等]
  （参考書）
授業中に紹介する

 [授業外学修（予習・復習）等]
　とくに教科書は指定しないので、講義内で適宜紹介する文献を読んでみることをすすめる。

 [その他（オフィスアワー等）]
　受講するにあたって特別な予備知識は必要としないが、「現代」という時代・社会の総合的解釈
に関心を寄せる人の履修が望ましい。

 [主要授業科目（学部・学科名）]


